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に
一
九
〕
己
年
祈

乍
一
八
？
r
U
ち
に
と
っ
て
規
制
さ
れ
亡
し
た
が
、

山
時
ト
ユ
／
履
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
一
七
あ
一
っ
た

J

円
」
一
回
℃
決
べ
九
J

よ
う
に
、
多
く
の
重
設
な
t
仏
行
が
後
仁
紛
さ
、

心
ハ
J
O年
の
リ
ス
ボ
ン
欧
州
還
手
ム
ム
で
決
定
し
た
よ
う
に
、
イ
タ

リ
ア
ハ
刀
約
法
が
、

ヨ

ロ

y

山
の
ン
ス
一
r
y
A

同
日
一
五
？
工
業
～
川
村
済
か
ら
知
識
は
紅
一
山
の
移
行
を
入
、
ス
る

F

」
ど
が
で
き
る
原
述
を
（
侍
る

こ
と
を
可
能
に
じ
た
。

川人際

ー
ピ
ス
の
よ
う
な
）
土
庁
物
質
的
な
荷
」
山
吉
？
〈
、
る
に
は
、
ム
ー
常
的
一
ど
の
組
終
均
変
化
に
つ
い
て
、
労
働
昌
が
よ
h
柔

イタノア ／Ji＇助l去のi1<.Iiのむ、川

ふ
人
手
一

審
μ

FJ
プ
セ
ユ
が
必
裂
で
あ
る
へ

し
か
し
こ
の
単
純
な
点
坤
が
、
伝
統
限
立
て
い
お
け
る
労
働
問
係
十
モ

山
川
ぃ
d
l
的
ケ
ぞ
し

ウ
ル
1
y

し
た
反
体
系
、
と
く
に
名
人
の
職
業
中
川
一
お
い
て
介
だ
一
人
の
伎
巾
者
と
期
間
の
｛
定
め
の
な
い
ァ
ル
タ
イ
ム
の
契
約
を
結
ぶ

と
二
ノ
こ
と
じ
モ
デ
ル
と
た
は
体
系
に
お
い
て
は
、

な
か
な
か
σ
父
け
人
札
り
札
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

述
ん
ロ
ミ
せ
布
一
「
め
に
、
手
紙
前
で
の
刊
山
J
f
l
抗
置
（
采
図
解
雇
、
企
業
友
渡
～
が
お
か
札
て
は
い
る
が
、
労
働
問
係
の
終
了
、

γ
九日

作
物
「
い
の
可
能
性
を
認
め
る
筑
｛
一
心
が
、
あ
る
い
は
日
品
川
吉
一
を
池
山
さ
写
る
よ
め
に
会
軟
な
契
約
約
一
L
F
4
L庁
性
を
認
め
る
裁
定
が
、
以
り
入
h
L

ら
れ
た
c

パ
ー
ト
ゲ
イ
ム
規
制
こ
長
期
契
約
剥
削
は
、

一
ん
九
九
年
桁
令

九
六
一
ハ
午
指
令
キ
履
行
「
ゐ
β

め
仁
、
ぞ
れ
P
～
t

の一

（｛～円一一年

。
心

i
7
h
k
粁
止
法
一
ハ
八
口
芝
、
品
在
で
は
川
牧
性
が

一
、
｛
心
可
に
改
止
会
」
れ

の
ひ
っ
年
九
女
粁

ν
法

ハ

号

（臥ノ，it・'?J:;0 '1 lS＇仁，） 103;・ [:'OGG.' l .' 



三le

よ
り
い
A

カ
ツ
七

v

川
河
働
時
間
の
采
軟
化
山
市

。
ご

rm
に
LK↑れ

千
九
ム
ハ
二
戸
山
労
働
時
慌
の
設
定
に
以
ん
す
る
指
令
の
隠
れ
と
し
て
、

さ
れ
た
（

J

いつ二
4
安
正
t
v
出
L
h

六
号
）

翻

ョ
iυ

パ
民
と
ム
間
接
関
係
メ
て
v
法
内
ー
も
主
丘
、

ゴ
！
日
ノ
パ
Y
M
凹
に
み
ら
札
ゐ
震
併
の
柔
軟
化
広
実
能
い
に
た
が
コ
て
、
取

n

入
れ
ら
れ
た
－
そ
の
怖
こ
な
る
の
が
、
イ
タ
リ
ア
p

一
一
九
九
七
年
ま

ヨ
ヲ
ー
口
ソ
パ
の
わ
ず
す
刀
な
同
て

リ
ン
セ
）
村
山
市
y
k
p
れ

て
い
た
い
侃
法
労
働
の
r斗
へ
で
あ
る
戸
ご
一
」
放
ん
斗

す
る
と
」
の
よ
う
な
出
用
形
態
が
、
労
働
者
が
労
働
市
場
に
参
入
も
3

4

く

は
再
与
y

人
宇
る
ん
め
の
甫
一
安
ヘ
APT設
と
な
り

h

一
y
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
。

労
働
ポ
の
刷
新
と

E
U
訟
へ
の
迎
合
の
た
め
の
、
政
、
山
町
・
労
的
机
合
連
A
円

仙
九
川
用
省
同
保
の
、
日
刈
一
副
r
パ
策
？
と
協
力

こ
れ
ら
の
改
革
を
成

L
遊
げ
る
た
め
に
、
悲
本
的
に
、
以
州
、
労
働
組
台
、
使
用
布
団
体
的
慌
で
、
料
治
全
般
、
労
働
、
社
去
保
障

江
川
比
に
つ
い
て
の
汁
誌
が
紋
多
く
な
さ
れ
た
一
H
A
5
2ユ
広
三
C
三
i
協
調
て
こ
の
方
法
は
一
九
九
午
か
お
り
持
続
的
い
桁
思
表
な
も
の

と

t
亡
先
践
し
ピ
ミ
た
っ

も
ち
ろ
九
時
に
は
見
併
の
桐
況
が
見
ら
れ
た
し
、

レ
」
，
、
い

。
二
’
h

か
ら

一
つ
三
一
h
i
に
か
け
て
」
、
中
」

l

事
再
開
の
関
係
が

時」
p
u
J
L
悲
化
し
た
h

り
も
し
た
代
表
す
）
h
M

能
け
が
部
分
的
に
欠
け
た
ー
し
て
も
、
従
来
の
v
h
M
働
組
合
迎
合
が
重
忠

な
拡
散
水
平
井
γ
維
持

1

労
働
v
h
一
般
の
よ

η
信
組
じ
さ
る
代
生
者
レ
〕
亡
、
は
り
を
推
捻
〕
絞
け
て
い
る

そ
て
そ
札
川
市
政
府
に

」
っ
て
す
恥
め
ζ

円
札
て
い
q
h》

J
二
1
土

士

Efu

と
り
わ
け
内
4

作
十
段
階
、
手
続
き
、
期
間
、
協
リ
ナ
引
が
ま
と
ま
ら
な
】
1
J

っ
？
場
企
め
解
決
ゃ
定
め

f

一
般
〈
H
t
E
に
よ
っ
て

}L 

ノL

九
九
八
4
1ん
け
立
に
よ
J

て、

規
律
さ
れ
て
い
る

f

一
）
わ
う
の
丘
三
の
起
草
に
は
ず
ナ
l
H女
た
一
切
内
H
J永
と
ち
が
協

N
7

た
が
、
仮
ら
の
司
会
調
和
に
対
す
る
円
飲
が
言
誌
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

r
h
め

μ
、
暴
力
で
絞
ら
を
沈
防
さ

ιd
ょ
う
と
い

（：；~ノい去 f) CiG ［↑ ::c引 ll'38 :::ocG. 11 



現
仙
川
L

公
判
到
き
」
jυ

引
ミ
起
こ

3
れ
た
へ

一
九
九
九
之
に
は
f

ッ
シ
モ
ダ
ン
k
l
ナ、

f

ノ、
J

一一’
h

門
戸
凶
山
マ
ル
コ
・
ピ
ァ
、
ン
ー
と
い
、
っ
、

対
FF
は
、
ム
江
…
τ六
八
三
協
議

r
i
n作
成
」
司
る
に
？
r
に
よ
っ
て
、

ョ
i
口

F

パ
出
に
凶
山
川
い
い
を
法
九
U
E
ナ
一
ア
ヨ
八
め
の
出
削

〉

1
1
J
J

ノ

）

凡

又

f

、J
I

、

l
y
σ
f
j
p
A
J
 

た
y

え
ば
労
魚
川
組
人
今
口
は
、
紙
斗
需
の
イ
タ
リ
ア
の
必
制
に
閃

必
オ
ー
も
い
つ
も
そ
う
と
ゐ
る
わ
け
弓
は
と
勺

ー
〕
、
労
約
時
聞
の
配
分
を
使
足
立
の
利
訴
か
可
制
た
「
た
め
に
も
よ
り
一
主
軟
を
も
の
に
す
る
労
鈎
時
間
設
定
に
悶
寸
る
九
九
一
ァ
可
指
へ
μ

。
凶
号
を
、
一
ぶ
九
τ一一ーい版行
j
る

F

）
と
に
長
い
刊
反
対
L
て
き
た

J

て
れ
ず
一
ゴ
ー
ロ
ァ
パ
バ
法
裁
判
州
か
九
九
一
一

T
指
令
を
イ
夕
刊
ノ

ア
法
に
転
候
〆
て
し
な
よ
ア
ウ
た
こ
と
に
つ
七
三
イ
タ
ノ
ア
を
非
鮮
L
た
さ
、

イ
タ
J
ア
政
引
は
、
労
働
時
判
t
ム
改
干
法
奈
の
山
川
鉱
山
に
つ

い
て
完
全
企
台
意
を
パ
打
J

一
三
に
に
失
敗
し
た
仲
間
で
あ
円
た
の
で
あ
る
が
、

方
的
に

以
内
一
応
化
す
る
委
任
tv
法
出
え
を
渋
断
L
h
J

む
っ
と
も
決
の
い
く
つ
か
引
口
、
で
は
労
働
事
台
や
使
用
者
団
体
の
意
見
い
叶
け
す
な
説
一
戸
…
守
配
泌
し
え
L

ム
ハ
〉
ロ
ム
一
ん
汁
に
山
法
化
さ
れ
ん
、
国
恥
「
ぢ
の
重
要
な
改
革
で
あ
る
リ
力
関
市
湯
と
出
用
の
柔
款
化
h

践
す
る
法
伴
の
改
u
中
一
r
hぺ
遣
問
者

田
川
）
に
お
唱

C
J弘
主
た
、
対
話
の
機
能
は
働
か
ず
、
議
会
の
一
変
什
に
よ
っ
て
、
攻
守
に
よ
る
一
υ
法
が
決
定
、
戸
、
れ
に
t

そ
れ
は
と
く
に
労

イタノア ／Ji＇助l去のi1<.Iiのむ、川

働
組
合
連
台
の
批
判
L

つ
い
て
正
三

」
と
な
ぐ
日
ら
の
計
官
案
に
し
た
が
f

と
独
自
C
も
の
で
糸
一
ア
一
コ
改
革
の
山

存
に
つ
い
て

f
れ
以
一
議
弘
一
一
叫
し
な
い
と
い
弓
決
γ

注目、一計八日
1
7

－K制
定
（
山
♂
プ
ロ
セ
ス
を
甲
！
め
る
こ
と
を
計
一
び
し
た
が
、
労
働
組
合
の
反

対
い
日
い
、
元
日
砲
さ
れ
f
抗
置
、
と
く
に
柔
軟
伝
一
雇
用
ι

悶
十
る
抗
ぼ
の
実
際
の
効
果
や
七
い
＼
ん
弱
め
弓

v

す
な
わ
ち
、
最
♂
口
重
山
久
な
使

用
書
房
業
同
体
行

E
E
2
2片岡山

f
タ
ド
ノ
ア
ド
立
主
連
盟
）

の
委
託
に
よ
る
最
近
の
研
究
に
J
れ
ば
、

＼コ

μ
勺
に
t

仏
っ
て
泣
？
ん
さ
れ
た
刻
、
ν
い
烹
軟
な
一
足
山
形
態
は
、
ー
制
た
な
労
働
打
人
約
の
わ
ず
か
二
%
に
す
ぎ
伝
刊
に
こ
の
弔
円
売
は
、

労
川
河
川
巾
場

を
よ
り
効
米
的
い
調
セ
ー
す
る
た
め
に
は
使
い
川
！
者
こ
労
働
組
ん
け
に
t

仏
っ
て
共
p

十
円
さ
れ
る
解
説
日
γ
了
J

入
江
い
検
討
す
る
こ
こ
の
主
要
性
古
「
以
訓

ず
べ
き
己
あ
る

r
い
う
、
十

J

で
に
多
く
の
両
2

吋
家
が
不
し
て
き
に
意
見
を
、
強
凶
に
ず
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

じ
t
ハ

（臥ノ，it・'?J;;5 '1 1S'1) 103Y [:'OGG.'l.' 



三le

四

イ
タ
リ
ア
労
働
法
の
最
近
の
八
古
川
氏
に
付
す
る

コ
7
？
目
、
／
パ
定
問
戦
時
の
一
み
響

7
i
υ
y
パ
法
令
版
行
す
る
に
あ
た
っ
ご

E
い
b
h

ベ約

八
条
に
詑
い
い
っ
き
毎
年
欧
州
制
川
市
ム
ぶ
に
よ
っ

" る
東

t~ 
長十
治、、

（＇＇~i詰 ＇f! :iG <I ::cs) I〔↑［＇ ：つQCG

を
行
使
す
？

翻

｜
｜
イ
タ
リ
ア
労
働
市
場
巳
ま
ー
か
ら
の
つ
一
年
委
任
立
法
♂
い
六
号
仁
よ
）

も
た
ら
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
新
制
い
げ
ま
で

今

E
き
わ
め
て
前
裂
な
首
互
い
を
ナ
ヂ
す
る
」
一
一
川
指
針
の
日
的
は
、
毎
日
が
前
切
な
棒
限
へ
立
法
権
、
ノ
土
政
棒
な
こ

J）

に
よ
リ
、

d

3

U

ノ
パ
渥
応
戦
略
を
え
え
る
一
と
に
あ
る
。

よ
り
川
械
に
い
又
は
、

c
c一一
T
L
り
ι帰
山
さ
れ
た
芦
近
の
抜
本
的
な
労
働
改
革
は
、

一

ιJん
〕

ιげ
の
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
欧
州
道
事

八
百
で
述
べ
ら
れ
ん
J

川
つ
め

し
て
、
作
）
［
け
ら
れ
た

U

す
な
わ
ち

a 

i

ン
。
／
ロ
イ
ア
ピ
リ
一
ア
ィ
の
p

パ
t
、
b 

性、

業
家
治
」
和
の
先
日
山
、

c 

平
仲
オ
と
労
問
者
の

f
ダ
ブ
々
ピ
リ
テ
，
ノ
！
の

川
崎
会
均
等
政
策
の
強
化
、

；
一
J

2

r

t
L
Z
ヌ
b

こ
の
ず
L
R
に
広
〆
氾
な
芸
働
市
場
規
引
政
市
ー
の
出
発
ぃ
門
J

は、

〈
J

パ
ノ
一
汗
に
ィ
タ
リ
ア
労
働
ね
た
攻
策
討
が
発
／
什
し
た
い
わ
ゆ
る
イ
タ

U
J
ア
v
叫ん働よい崎市
J’i
苦

手

F
2
出
E
ロ
2

2一
5
2
2
5
止
め
ご
2
0
5
5
士
山
一
三

に
あ
る

ν

二
の
当
宝
川
ハ
品
、
労
働

h
場
へ
の
参
人
機
会
の

増
加
、

雇
川
市
民
山
地
め
発
日
山
を
迫
ぷ
し
、
一
f
h

問
者
保
護
杓
慣
と
結
び
つ
い
七
宗
F
U

守
化
政
策
を
立
回
し
た
計
画
吉
で
あ
る
へ

ム
ヨ
岩
川
に
お
い
て
不
気
れ
ん
げ
内
仇
山
十
え
の
ほ
と
ん
ど
が
、

〈〕
／寸

一H

仁
川
1
泌
さ
札
わ
一
一

つ
の
法
え
ん
に
ま
と
め
ら
れ
ト
一

へ

A
F
U
G

－て止

ペj主

r

そ

ν
て
そ
れ
は
、
誌
が
川
店
内
止
す
る
投
下
ゆ
則
を
履
行

f
る
た
め
に
、
安
に
い
『
斗
い
店
を
恋
す
る
こ
と
を
政
府
に
委
任
す
ゐ
ら

の
で
あ
っ
た
…
：
一
安
任
に
よ
り
三
ま
れ
行
、
な
も
の
い

A

一什、ハ〆一

年
九
月
（
U
げ
の
交
任
立
法
七
一
ハ
号
に

k
る
井
%
に
h
M
範
と
J
T
L
山

主
革
が
あ
る

（
そ
の
後
、

円
。
悶
午
一
ハ
月
六
ゴ
の
ず
れ
女
伴
す
一
法

μ
ふ
号
に
よ
り
改
J
－
て
以
卜

そ
の
子
ア

と、



伎
川
用
者
の
求
人
に
対
す
る
労
働
者
の
川
村

1
テ
ー

労
働
長
派
山
思
点
、
人
制
刊
で
川

1
ピ
ス
、
求
臓
求
人
の
仲
介
、
労
働
者
の

一
円
就
職
も

υ

〈
＼
は
川
け
州
配
置
に
闘
す
る
相
談
と
い
う
ん
ん
川
動
の
っ
ち
、
権
数
の
目
的
を
有
す
る
民
間
職
業
紹
介
会
視
を
設
立
す
る
自
商

d

従
来
は
一
」
れ
ら
の
「
川
尚
を

つ
の
k
T
A
J
仁
で
凶
作
J
ι
行
h

つ
こ
と
は
で
き
立
か
J

た。

小
利
な
状
態
に
あ
る
人
々
の
濯
い
問
主
援
助
「
る
た
め
の
、

民
間
開
会
社
と
公
共
機
関
の
間
の
任
意
の
協
定
ヘ
こ
の
よ
A
h
a
協
定
は
、

、1
／

C

L
＼
 

｜
｜
求
職
・
求
人
情
報
を
よ
り
広
め
る
（
普
及
さ
せ
る
）
た
め
の
公
共
ア
i
歩
ベ
ス
〉
戸
～
れ
は
ま
だ
主
主
ピ
機
詑
t

て
い
山
い
」

関
係
す
る
機
関
｛
干
以
人
労
潤
行
政
機
関
、
各
治
域
の
機
関
、
民
司
会
社
）

そ
の
た
め
調
整
に
問
還
が
牛
3
υ

る

ζ

か
山
、
日
性
化
は
た
い
へ
ん
蝶
L
い
令
十
つ
で
あ
る

U

｜
｜
雇
用
の
柔
軟
化

n
w－
び
出
L
労
働
ニ
ミ
〈
き
た
こ

3
5
3
3月
リ
間
政
労
時
間

J

契
約
、
／
コ

7
・
ン

1
7
リ
ン
グ
川
人
約
、
求
軟
な

も
し
く
は
伴
心
性
の
た
る
久
本

fmTEh
ヲ
る

つ
の
特
別
な
形
式
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
犯
お
と
い
っ
心
、
新
し
い
労
働
長
約
、

ν導
入
さ
れ
た
し
い
〆P

0
 

0
 

0
 

、、19
 

J
 

ハ

mL2 、
あノ入

門

M

パ
l
r
タ
イ
口
一
人
約
で
は
、
労
働
者
？

τれ
を
交
け
人
れ
る
こ
と
に
」
り
！
口
市
に
、
ゲ
働
時
慌
の
記
臼
を
変
更
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
労

イタノア ／Ji＇助l去のi1<.Iiのむ、川

働

tdが
そ
れ
を
つ
Z
i
f
人
九
ソ
ザ
？
と
に
つ
芳
一
銭
泊
者
が
一
特
別
仕

T
当
か
一
之
払
う
か
わ
い
h

に
通
常
C
労
働
時
間
心
長
夫
、
主
党
更
寸
ノ
ヲ
｝

と
が
、
使
川
市
以
台
L

認
め
ら
れ
て
い

期
間
の
定
め
の
あ
る
、
も
し
く
は
最
長
期
間
の
定
め
の
あ
る
特
別
な
労
働
契
約
は
、
仕
事
バ
ド
験
の
な
い
右
手
心
就
職
や
（
見
行

、ゼハ吋
J

L
ト
J
J
P弘山

す
て
に
あ
3
1
ずいが

一
つ
り

J
i不
正
予
立
広
一
じ
六
号
に
よ
り
大
き
〈
設
さ
れ

15
、
失
業
v缶
、
女
性
の
失
業
市
す
が
よ
け
高

い
地
域
に
お
け
る
丈
性
ゃ
障
害
キ
と
し
っ
た
り
て
の
他
不
利
な
立
場
に
あ
る
者
の
用
円
卓
」
容
易

rhfる

参
入
犯
約
）
こ
と
を
ね
ら
っ
て

い
る
c

こ
れ
、
コ
の
労
働
ア
ロ
に
什
円
以
て
は
、

使
川
ア
ロ
の
臼
（
旧
刊
で
職
業
訓
制
を
A
Y
け
さ
せ
る
宇
）
九
九
務
が
あ
る
一

h
J
L
、
他卜々
、

刊
以
泣
が
相
当
引

々
と
ヘ
ー
げ
ら
れ
一
に
い
千
人
打
、

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
労
働
徒
約
の
出
日
を
党
助

F
る
た
め
に
社
会
保
障
拠
出
日
常
が
引
き
「
げ
つ
れ
て
い
る
υ



三le

ア
ウ
ト
ソ
i
シ
ン
ヴ
の
様
々
な
形
態
や
企
業
構
造
の
没
更
の
た
め
に
、
規
制
を
緩
和
す
る
守
と

ν

二
三
ハ
〉
行
一
吃
任

υ一法

ハ
ロ
勺
は
こ
の
f
H
に
悶
し

ー
く
に
以
下
の
凶
つ
の
－
点
吉
可
砲
に
し
て
い
る
し

翻

川
弟
一
の
占
ば

イ
タ
り
ア
に
人
材
リ
［
ス
契
約
を
司
人
」
七
一
、
と
て
あ
る
も
ア
乙
7
0
1

人
け
刊
行

1
7ハ
契
約
は

一
肢
に
は
灼
l
い円、山川

合
に
よ
ワ
て
は
村
一
働
協
約
に
規
定
さ
れ
た
山
知
ム
円
に
阪
に
さ
れ
る
の
で

寸
前
性
は
低
い

r

第

の
ト
川
は
、
譲
渡
す
る
た
め

μ
企
業
の
一
部

1
4
1

そ
の
給
｛
？
と
〕
て
労
憐
若
心
L
P
八
凶
も
確
認
、

く
は
粍
同
を
定

め
る
目
前
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ま
で
存
店
L
な
か
う
た
新
た
な
ク
フ
ス
ク
7

を
作
る
こ
y

を
も
、
使
用
者
の
権
限
と
じ
た
こ
ノ
」
ミ
あ
る

（1
v

か
し
い
与
判
1
V
4
幻
中
に
は
、
h

一
心
企
業
の
部
庁
譲
波
に
悶
ず
r日
新
L
い
｛
心
誌
が
あ
ま
り
に
緩
や
か
と
あ
り
、
合
条
も
1

v

く
は
〈
1
業
mu

部
JY一
議
渡
す
匂
ピ
は

つ
て
は
性
を
保
存
ー
し
仕
く
て
は
は
ら
な

γニふりニ
Q
E
i
い
ヴ
パ
憎
ん
ド
の
般
的

244式？ご

矛
店
す
る
で
あ
？
つ
こ
と
を
述
べ
る
者
も
ジ

2
0

第

む
よ
う
は
恨
め
糾
A
f
刊
で
も
ず
る
こ
と
力
で
き
る
）
と
労
務
仕
ハ

に
、
一
サ
ー
ビ
ス
契
約

の
新
し
い
’
止
義
て
お
る
し
ザ

l
り」人

給
（
刃
ル
守
事
業
だ
け
が
行
う
ご
と
が
で
き
る

を
イ
A

叫
「
る
た
め
に
、
新
法
は
川
内
九
約
布
、
β
ど
の
よ
一
〕

K
P
2ー
で
も
一
H
］
心
労
働
者
に
対

し
と
符
埋
”
相
識
一
心
部
可
能
を
果
た
さ
zd
く
て
は
な
ら
な
い
い
と
吉
、
財
ιぺ
止
す
る

契
約
高
が
組
織
か
h
一行
b
れ
る
も
の
だ
行
で
な

ノ
ゼ
＼
と
い
い
ら
の
山
内
ん
明
治
院
も

／七

1
ピ
J

、
〕
受
領
醤
に
っ
と
え
る
場
ん
ー
に
は
、

法
は
こ
の
よ
う
な
契
約
を
不
当
・
川
用
、
Fh
な
v
h
M
持
供
給
と
み
た
し
、

契
約
芸
の
労
一
一
者
山
い
い
叫
す
る
主
任
Ar－
－
館
者
ι
訣、
f
q

第
四
に
、
守
山
れ
ま
7
、
は
な
か
っ
た
「
配
属
制
皮
今
、
出
律
上
｛
平
交
L
九
一
こ
と
て
あ
ャ
匂
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
さ
え
k
u
N
、
円
じ
り
労

鈎
父
宮
近
〈
の
他
の
合
誌
に
、
孟
り
山
す
使
い
い
，
者
が
、
川
切
な
知
和
総
！
の
利
採
乞

土
T
v
h川リ

E
I
H
 

に
、
配
属
を
ム
不
ど
る
と

1
2
E

一
昨
、
求
め
て
い
る

v

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
不
可
な
労
務
供
給
が
別

で
羽
れ
る
こ
と
こ
た
コ
だ
で
あ
ろ
う
ご

｜
｜
使
用
者
と
フ
リ
ラ
ン
芸
労
働
者
間
で
結
ば
れ
る
非
従
属
契
釣
（
法
作
上
1
I
地
借
情
的
‘
椴
続
的
労
働
川
矢
口
約
L

と
府
守
ば
れ
る
」
に L 

（：；~ノい去 f) CiG ［↑ : 6111 ll'Iワ:::ocG. 11 



対
す
る
、
よ
り
制
か
主
規
制
コ
す
で
に
一
段
し
え
よ
う
に
、
近
」
円
、
こ
の
よ
う
な
先
約
は
急
増
［
て
い
る

F

訟
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

労
働
芸
は
品
川
止
し
て
h
m

り、

依
田
川
哀
の
I
A
虻
に
服
さ
広
い
っ
批
川
、
り
凶
〕
江
川
川
市
七
か
ら
の
品
川
凋
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
之
ら

λ
l
ふ
ベ
戸
、

〉

L
X

そ
の
方
法
為
る
い
は
、
し
ば
し
ば
労
働
吟
問
、
も
円
分
で
決
定
す
る

（
コ
／
サ
ル
タ
ン
ト
、
川
内
布
告
は
JYYJえ
よ
〕
｝
協
働
問
日
村

と
信
用
契
約
か
ら
牛
じ
叉
徒
出
関
係
の
け
屈
し
を
明
掛
川
に
判
断
「
ゐ
こ
と
は
、
タ
ヲ
く
の
場
合
に
お
し
て
裁
判
官
い
と
っ
て
も
、
た
い
へ
ん

伐

v

い
っ
実
際
、
多
く
の
フ
リ
フ
ン
ス
労
働
μ人
約
が
車
用
契
約
主
回
〕
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
寒
衣
附
に
次
の

ソ
の
児
司
し
ず
り
つ

リ
、
一

7
J
ス
労
幣
九
人
約
を
受
け
入
れ
て
い
る
」
第
に
、
慣
用
者
は
、
」
の
磁
の
ん
人
約
を
給
、
七
一
／
）
を
好
ん
で
い
る
ペ
な
さ
な
ら
こ
の
部

の
』
ヂ
、
約
は
、
従
属
労
働
に
み
ら
れ
ゐ
似
護
拒
皆
、
と
く
に
労
偶
者
に
対
す
る
使
日
苦
心
権
限
を
判
制
限
す
る
於
置
や
、
相
岬
尻
そ
の
仇
の
悶

係↓
r
J

る
あ
ら
か
る
処
分
心
制
限
に
、
松
さ
仕
い
か
ら
で
あ
る
n

第
に
、
使
用
者
は
、

H
当
日
F
K低
賃
金
を
支
私
う
ζ

パ
う
法
律
ト
の

義
務
の
枠
外
に
あ
る
こ
と
川
J

ら
も
、
ヲ
リ

i
ラ
ン
ス
労
鮒
－
契
約
を
好
心
ゲ
、
あ
ろ
う
口
信
々
り
労
働
川
人
約
に
お
日
る
紅
低
賃
金
心
布

当
売
以
裁
判
｛
門
門
て
九
よ
、
J
J
L

判
配
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
ヨ
体
交
沙
に
よ
rJ

て
得
ら
れ
た
尽
低
賃
合
と

政
L
U
J
る
〈
第
一
ι

1

Y

L

く
に
仕
主
PL
対
す
る
報
酬
が
よ
い
場
合
に
は
、
双
刀

Hm
ブ
リ

l
ヲ
ノ
ス
契
約
を
好
む
む
あ
ろ
う
〈
な
ぜ
な
ら
フ
リ

l
ヲ
〆
ス
契
約
の
印

イタノア ／Ji＇助l去のi1<.Iiのむ、川

酬
に
践
す
る
社
会
句
附
拠
出
公
は
、
労
働
者
の
立
金
に
か
か
る
拠
出
金
と
く
ら
へ
て
”
に
な
吊
に
少
結
で
み
る
か
ら
で
為
る
ン
そ
れ
で
ァ

リ
1
一
ワ
ゴ
人
労
働
者
は
す
ぐ
に
多
く
を
は
J

こ
と
が
で
き
る
心
で
あ
る

ノ

、

ノ

1
L

、山J
1
L

一
九
九

b
れ
干
の
K
J
A
J
改
革
誌
に
よ
ラ
て
ソ
リ

1
ラ

ン
ス
け
九
刀
問
者
、
り
公
一
町
一
一
ノ
ヤ
八
古
川
畑
山
が
か
な

彼
り
の
社
会
川
郎
防
水
準
は
吹
い
コ

い
肱
用
一
ど
ね
く
た
め
に
、

コ
ロ
一

ι
委

HrY2比一

t
六コ勺山内
h
J
め
ら
ゆ
る
ァ
リ
l
フ
ン
ス
契
約
が
お
定
の
作
主
ブ
ロ
ゾ

ク
ト
、
プ
ヨ

グ
ラ
ム
も

L
〈
ば
科
の
夫
現
宇
一
行
的
と
す
る
乞
の
で
な
け
れ
ば
h
d
ら
な
レ
と

ι
め
る
c

そ
、
二
に
そ
れ
ら
は
吉
山
白
二
配
さ
れ
C
いん
d

H

1
3
1山
弘
子
〔
J
K
A
h

い
v

文
一
コ
ご

1
2ーか

ヰ

l

k

l

J

I

－－
t

↓

l
i
－
－
r

期
間

に
閲
す
る
か
た
…
引
が
ヘ
ユ
ま
れ
な

け1
J

）
刀
、
九
リ
ポ
J
I

叶
り
口
氏
〕
、
u

）一己、広り
J

亡
主
主
つ
が
フ

オ

e
U
Jノ
λ
V
T句
、
勺

Z
L巾
作
ハ

ιcーと
U
一

4
3
d

＋

f
t
v
j

く
て
は
必
い
つ
な
い
と

L
、
ま
た
、
引
の
作
業
プ
打
、
ン
工
ク
ト
、
ァ
ロ
グ
ラ
ム
も
し
く
は

1
柱
の
ピ
め
に
の
み
児
新
さ
れ
う
る
こ
こ
を
胤

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 1行1) 1013 [:'OGG.'l.' 
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｛
疋
ず
る
。
そ
れ
が
明
不
き
れ
て
い
た
い

以
、
%
働
者
一
山
一
耐
え
吉
裁
判
官
が
是
認
す
る
と
と
に
よ
り
フ
リ
！
ラ
ン
ぇ
契
約
む
辺
地

契
約
へ
の
誌
換
が
認
め
、
り
れ
る

さ
ら
一
戸
、
労
働

EUU、
形
式
的
た
一
契
約
の
い
い
格
に
か
伊
わ
り
ず
、
実
岐
に
使
用
壱
に

ー
従
一
時
代
指
弾

の
rて

（立
Jよ
く

（：；~ノい去 f) CiG ［↑ : 6:'1 WI :::ocG 

翻

ド
に
み
ハ
一
三
乙
と
と
一
市
川
で
き
る
な
ら
村
、

雇
用
犯
約
へ
り
Jh↑
挨
ー
と
使
川
告
に
求
め
る
こ
と
が
て
き
る
と

校
術
的
な
飢
i

一
山
か
ら
は
、
こ
れ
つ
の
新
必
定
に
は
争
〈
の
解
釈
上
の
疑
念
が
あ
る
、
と
く
に
、
「
作
宝
山
f

U

ン
A

ク
ト
、

f
u
グ
ラ

久
も
、
」
ar
＼は

の
辺
匂
の
す
弓
味
に
つ
レ
て
疑
’
ょ
が
あ
る
じ
わ
苦
八
組
織
全
体
の

り
選
沢
的
な
解
釈
）
レ

役
的
な
日
的

わ
J

、
あ
る
い
は

フ
ソ
ー
ラ
ン
ス
労
句
者
が
口
J

じ
の

H

？
ヒ
ス
を
提
供
、
〆
』
ザ
く
て
は
な
ら
γ
、
か
つ
使
川
い
宝
石
が
求
め
匂
川
町
p

の
活
動
ー
さ
よ
広

る
こ
と
一
い
か
で
き
な
い
役
立
川
活
訪
の
箔
域
に
明
確
に
夕
、
約
が
判
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
乙
述
べ
る

戸
戸
ロ
り
聞
か
れ
ナ
人
鮮
明
帆
）

づ
ノ
リ
ノ
ー
ラ
ン
ス
い
交
が
れ
h
I

広
が
る
の
合
抑
え
る
た
め
に
、
こ
－
U
諮
勾
が
、
す
ご
に
の
山
山
人
ハ
ル
わ
が
独
一
に
お
バ
止
の
対
象
J
V
乙
汁
た
な
け
れ
ば
日
ら

な
、
こ
と
か
一
意
味
し
ブ
｛
、
い
る
ク
引
は
、

け川、フー
f

戸、十ふん
7

小、。

i
l

：
J
｝
 

お
そ
ら
〈
法
の
魁
U
H
いは、

作
業
が
通
常
h
っ
て
L
る
通
市
の
活
動
に
山
下
に
参
加
す
J
7
雪
、
と
川
パ
ゼ
J
L
引
で
の
判
的
を
実
現
し
ほ
ぐ
て
は

な
ら
必
い
司
フ
リ

1
7／
ス
労
働
朽
の
、
出
一
一
刻
を
、
ァ
リ
l
ラ
〆
入
契
約
に
お
い
て
規
む
L
な
円
札
ば
な
ら
な
レ
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る

U

ー
と
え
ば

フ
リ
！
一
プ
ン
ス
労
働
者
汚
出
動
が
、

同
収
扶
ー
な
み
ら
一
ゆ
る
叛
完
治
効
へ
心
主
加
に
で
は
な
く
、

特
定
心
茨
um
も
し
く
は
可
｜

ピ
え
を
！
日
J
り
山
川
す
た
め
心
で
l
ル
ス
マ
ノ
の
村
山
の
間
業
活
効
へ
の
参
加
に

m
m
u大
れ
て
い
る
こ
と
が
↓
正
大
れ
て
い
る
、

7

リ
l
－
フ
／

円
土
川
店
側
契
約
の
条
項
い
円
、

特
定
の
ね
徴
3
h
d

見
い
だ
さ
れ
る
て
お
ろ
う

L

実
際
ピ
」
れ
ま

真
と
で
な
い
7

り
i
？
ン
ス
h

契
約

、
わ
ゆ
る
偽
の
け
古
川
人
約
）
に
つ
い

る
政
し
い
制
及
に
使
川
官
官
の
E

そ
し
て
エ
れ
ら
の
契
約
内
容
七
台
円
、

ぉ

2
0即
応
に
で
り
多
く
の
、
け
十
円
山
吉
弘
う
こ
と
を
使
い
戸
川
者
に
促
す
た
め
に
は
、

不
t

l

分
ー
ゴ
効
力
を
も
つ
に
↓

F
一会い、

つ
い
に
こ
れ
ら
の
契
約
に
つ
い
て
も
、

t
れ
ま
で
立
拝
、
ζ
怖
か
っ
た
新
た
な
保
護
、
す
な
わ
ち
侠
勾
時
の
短
期
制
の
契
約
心
川
町
停

ー
リ
と
げ
代
版
時
の
ハ

FJけ
の
期
間
川
延
長
μ
l
v

い
る
ハ
｝
ノ
か
し
、
多
〈
の
う
ー
ス
に
お
い
て
労
協
昔
J

予
〆
く

委
任
げ
法
H



は
フ
リ
ー
ク
ン
マ
ヘ
労
働
者
と
使
用
誌
の
聞
の
絞
ほ
的
な
依
存
状
能
〕
が
淘
似
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
一
山
れ
に
よ
り
労
働
者
に
保
障
さ

れ
て
い
る
す
べ
ー
の
保
一
品
川
ー
の
問
に
は
、

ま
だ
十
人
当
し
伝
γ
ん
が
あ
る

J

そ
し
て
多
く
の
寺
門
家
や
政
治
家
が
、
＼
い
律
上
の
似
義
体
系
を
、

技
術
的
広
窓
は
で
の
従
高
関
係
に
関
連
さ
せ
る
と
い
よ
ノ
よ
り
も
、

hu
し
ろ
労
働
者
と
使
用
担
心
開
の

一
校
的
な
け
じ
休
で
の
）
が
済
的

仕
肌
肯
刊
の
存
引
乞
甘
ん
γ

山
総
と
し
て
、
再
考
オ
る
こ
：
を
抗
玄
ず
る
一

な
さ
な
ら
一
」
の
い
ん
青
山
の
必
安
川
内
は
、
ん
r
l
の
川
村
川
在
的
人
々
一
サ
ー
ビ
ス
一

受
領
芸
の
関
連
↑
ゆ
る
部
分
を
除
い
た
保
誌
の
一
効
誌
を
一
派
ド
ν

る
か
、
h
さ
あ
る
、

h

一
れ
は
い
わ
ゆ
る
般
的
な
労
間J

志
童
の
M
M
ん
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
計
剤
一

つ
の
一
市
民
な
九
州
去
烹
tぬ
っ
て
」

ー

ー
ー
よ
り
秘
か
ぽ
庁

ω符
時
T
G
ζ

し
亡
、
長
絞
に
、

二
C
C
一
引
委
任
『
げ
法
二
三
ハ
ロ
勺
は
労
働
契
約
の
法
的
判
抱
づ
け
に
持
一
o
J
Q

特
仲
川
主
認
一
酎
手
続
き
を
定
め
て
、
る
。
認
訂
正
は
、
労
働
何
に
お
ゲ
う
G
V
村
別
委
司
会
、
労
働
者
と
伎
川
者
ワ
什
山
支
有
に
よ
っ
て
構
成
さ

h 
る

者
委
口
門
会
中
、
山
る
レ
は
t

へ
や
の
労
働
専
門
家
に
よ
る
特
別
委
C
円
台
に
よ
J

f

L

行
わ
れ
う
る
〈

こ
の
よ
う
云
つ
意
の
千
続
き
は

5
3裕
v
p
L
W
均日怖の
T
J
J
A

に
不
一
致
川
J
L

め
る
こ
と
か
ら

フ
リ
l
ヲ
〆
ス
契
約
と
し

イタノア ／Ji＇助l去のi1<.Iiのむ、川

て
始
主
っ
た
が
宍
怠
は
ぺ
佐
川
市
契
約
で
の
つ
に
）

阿
久
な
る
処
遇
を
対
抗
小
と
し
て
認
識
す
る
い
と
に
よ
り
、
一
山
訟
を
刊
川
一
け
る
た
め
に
、

の
性
格
乞
不
ぞ
う
と
い
う
も
の
C
為
る

件
付
怖
を
不
す
乙
と
は
、
日
光
南
関
係
が
存
仕
す
る
か
否
、
mhr確
認
d
るほパベ
γ
の
同
一
味
料
れ
と
小
政
突
が
い
を
口
川

J

、
史
的

d

心
本
支
を
苧
お
と
ノ

と
「
る
非
現
雫
九
州
川
な
試
み
を
や
め
さ
せ
る
こ
2
一
昨
ね
ら
い
と
し
て
い
る

f

し
か
し
エ
れ
は
州
十

J

的
ヒ
制
依
で
町
一
る

換
一
は
す
れ
ば
ス
れ

は
、
委
員
長
に
よ
っ
て
認
一

ιさ
れ
た
契
約
の
た
訟
の
効
呆
に
つ
い
て
、

？主

ま
る
法
律
！
の
ザ
芝
生
玄
味
ず
る
に
「
ぎ
伝
い
じ
け
乞

れ
で
労
協
す
い
は
、
一
d
r
f！
日
誤
っ
て
い
る
と
反
論
す
る
か
、
認
一
位
ノ
悦
に
労
伐
関
係
の
札
震
が
ぜ
存
し
た
と
1
張
ず
る
こ
と
で
、
使
い
山
川
芸
J

乞

訴
え
る
円
山
を
料
開
コ
て
い
る
。
－
人
際
に
、

日
記
託
は
ま
だ
大
き
な
石
川
加
ぃ
心
を
右
し
て
い
な
い
〉

ヲ
－
i
J

主
j
M
W
V

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 1行2) 1015 [:'OGG.'l.' 
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五

三
、
口
ァ
パ
山
山
仏
仁
か
か
わ
る
伐
の
出
版
川
崎

｜
｜
約
限
法
供
、
議
議
、
企
業
と
労
働
者
代
去
の
か
か
わ
パ
ソ
、
予
別
か
ら
の
保
譲

翻

ョ、

μ
ッ
川
法
は
、
イ
タ
1
ノ
ア
法
体
系
じ
お
ど
「
人
汀
に
発
足
？
と

L
ハ岱いネ

i

て
み
／
ミ
ス
ば
労
に
問
者
代
表
へ
の
情
料
提
供
，
協

人
ぷ
幸
一
八
一
説
、
円
へ
の
労
釣
乏
の
か
か
わ
り
と
い
コ
九
戸
問
題
に
汁
v
、
て
、
、
正
十

H
X
M川
け
が
さ
る
こ
と
に
も
役
J

っ
た

」
れ
ら
は
ま
ず

九
九
四
年
治
人
l
Nむ
り
が
欧
州
労
使
協
議
会
の
ぷ
り
を
丸
め
ゐ
こ
こ
に
よ
っ
て

i
1
口
／
ベ
レ
ベ
ル
の
λ

市計五五に

次
に
欧
州
連
事
一

（
｛
人
け
一
年
胤
則

t
i
じ
口
勺
に
よ
っ

t
口
、
ロ
ノ
パ
会
社
の
規
則
に
、
一
以
終
的
一
い
二

C
C

一
…
刊
す
じ
よ
勺
て
労
協
者
五
円

J

人

以
上
の
企
業
な
ら
び
に
二
心
人
以
ー
の
事
業

J

川
の

L

す
て
て
に
お
け
る
労
術
者
に
対
す
J

心
情
報
誌
侯
・
協
誌
に
持
す
る
般
的
な
体
系
が

J

｝
】
♂
レ
1

3

し
：
o

で
の
也
の
門
以
氾
の
一
ア

l
J
と
し
て
、
性
別
も
し
く
は
均
約
晴
μ
町
、
一
市
川
訳
、
情
条
、
陸
軍
口
、
午
前
、
人
科
や
氏
桜
町
山
白
と
結
び
つ
い

た
泣
別
か
ら
の
山
川
ど
設
が
あ
る
c

こ
れ
ら
は

c
cつ
年
指
〈
J
1
一
号
な
ら
び
い
の

C
C司
ー
杓
ヘ
J七
八
号
に
規
む
さ
れ
、

二
ひ
っ
一
汁

七
月
九
日
委
仔
リ
伝
一
六
写
な
ら
び
に
同
刊
の
一
会
に
い
立
法

τ1Eに
よ
っ
て
（
凶
は
γ
仁
お
い
て
〕
屑
ノ
訂
さ
れ
た

（もぺ
L

一
わ
ず
一
仁

仁
、
出
力
主
阿
佐
マ
、

人
種
、

と
も
に
、
労
働
制

民
族
的
山
川
jF一も
し
く
は
U
宗
孜
に
の
信
条
に
上
る
芹
則
的
於
リ
仁
間
同
J

。
る
従
、
則
的

ん

u
b、
政
党
へ
の
加
7

へ
γ川
助
と
が
ひ
っ
、
ど
～
f
品
川
の
禁

H
が
、
イ
タ
り
ア
ル
山
に
は

4
有

J

て
い
ん
ハ

t
J
切
か
ら
の
保
一
定
h

万
別
に
よ
竹
中
じ
る
掛
半
一
を
活
慣
す
る
義
務
、
と
い
っ
た
一
ァ

i
マ
が
、
ム
マ
ヨ
専
門
家
に
よ
っ
「
分
析
さ
れ
、
裁
川

一
的
で
寄
炉
一
さ
れ
「
い
る
川
加
の
一
J

マ

い

わ

ゆ

る

ρ

じ
め
を
説
附
し
す
る
担
古
と
密
践
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
強
制
削
ち
丸

る
べ
き
で
あ
ゐ

v

三
の
二
三
は
、
使
川
町
4
旬
、
管
制
出
戦
、
同
僚
に
j
る
あ
ら
ゆ
心
行
助
が
職
場
に
お
け
る
嫌
が
ら
せ
や
治
神
的
計
一
痛
に
ふ
九

わ
る

F

）
と
を
意
味

L
て
い

そ
れ
ら
の
七
助
は
、
様
々

ιι

ヘ
土
建
一
刻
の
い
間
二
u
を
引
き
起
こ
し
つ
心

J
7話
刊
J

実
際
に
、
辻
音
を
納
入
起
す
る
の

（：；~ノい去 f) CiG ［↑ '611 ll'1G :::ocG.11 



は
と
く
に
、
別
躍
的
性
伊
丹
を
持
ツ
張
中
日
一
L
は
な
く
、

v
h
H
働
者
が
筏
川
甘
や
、
俊
市
者
に

3
ち
ん
と

E
悦
を
み
ど
ち
ら
f

て
い
な
い
他
の

労
働
芸

ら
受
け
る
、
ゴ
常
H
1
川
に
お
け
る
小
川
以
や
現
実
的
伝
ー
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
制
i
一
↓
に
あ
る
r

~ 

／＼ 

川
市
仇
在
の
未
解
ょ
一
一
山
な
間
同
居
に
つ
い
て
の
小
指

｜
｜
式
典
明
労
働
者
の
た
め
の
逃
切
な
引
会
的
措
誼
を
緊

2
に
一
一
ず
る
必
設
件
と
、

労
問
者
保
道
、
ン
ス
フ
ム
の
パ
一
ワ
J

ス

の

に

か

か

る

r↓
誌
な
十
斗
伎
の
検
討
開
始

i
人
際
に
も
コ
し
し
も
介
人
が
必
変
ご
あ
心
と
回
、
わ
れ
る
問
忍
に
関
す
る
v右
一
の
結
論
を
述
べ
る

J

日
？
ロ
ノ
パ
作
と

E
U
の
方
針
は
、

内
側
諸
庄
の

）、｝七一

T
i
p
－
ナ
北
｝
〆
亡
、

グ
〆
i
f
t
Jん
T
H
l
I
長
l
d

日
机
用
の
柔
軟
化
チ
一
門
門
い
本
準
に
引
さ

t
げ
る
の
に
口
献
し
ん
J

ご
C
が
、
認
め
り
れ
る

U

他
方
て
イ
タ
リ
ア
め
法
的
伝
非
日
体
系
に
は

い
わ
ゆ
る

y
レ
キ
J

J

2

i

リ
ワ
ィ
円
相
椛
白
川
が
ま
ナ
庁
常
い
欠
口
仁
お
っ

－

p

u

、

－－

i
E

ノ

が
口
的
と
ず
る
い
ご
ザ
円
か
ら
ま
た
一
か
け
！
昨
れ
て
い
る
こ
と
カ
協
調
え
れ
る
べ
き
で
あ
る
一
フ
レ

ι
ンム

L

リ
テ
J

は
才
ラ
J
N
U
J

で
う
宅

れ
、
今
日
で
は
現
代
川
一
心
と
し
て
ほ
立

L
、
一
厚
出
攻
防
に
湾
述
す
る
ヲ

l
口

J

パ
の
T
X
全日

γ
も
し
ば
し
は
収
れ

f、
Jべ

共
ザ

ブ、

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 1行仁，） :OF [:'OGG 

あ

イタノア ／Ji＇助l去のi1<.Iiのむ、川

の
沼
沼
7
ら
次
の
桂
川
へ
と
職
十
一
汗
え
る
労
働
者
の
1
K一
臓
を
宥
口
弘
山

vfpQrt段
の
剖
み

け
引
一
へ
社
会
保
険

職
業
訓
線
）

J

？
出
押
す
一
円
余
で
め
す
る
〔

い
く
つ
か
の
批
判
的
な
見
解
仁
よ
れ
ば
、
飛
車
〈
な

部
の
労
働
組
ム
「
の
承
認
を
併
な
か
っ
た

（

U
一
五
円
改
荒
川
川
、

フ

ν
与
ン
キ
J

り一
7

ィ
へ
の
い
じ
討
な
配
由
胞
を
む
わ
ず
、
ぞ
札
？
ス
一
文
軟
化
か
に
一
層

M
t不
安
定
性
l

一午山
λ
J

＼
沢
づ
け

る
も
の
で
ま
っ
た
ハ
牛
人
夫
IF当
は
あ
ま
り
仁
川
叫
額
一
じ
短
矧
問
で
あ
り
、
門
出
区
ナ

l
ビ
ス
は
ま
ど
ト
分
な
先
日
日
水
準
に
な
U

一
一
れ
ら

め
保
一
足
や
ど
＝
ん
ぬ

F
る
こ
と
は
、
四
月
の
叫
川
町
産
リ
（
ノ
い
は
を
ヨ
さ
紛
い
？
一
新
政
府
の
÷
ぃ
争
仲
題
の
一
つ
で
あ
る
、

も
λ

一
つ
の
汗
叫
す
べ
き
問
題
は
、
政
策
汁
イ
ド
に
も
労
協
組
合
作

f
ド
に
も
圭
一
一
f

多
く
の
抵
抗
が
あ
ゐ
か
、
不
当
な
解
濯
に
閉
す

ス
ア
ペ
中
で
も
執
場
復
帰
ぃ
ー
重
い
制
1
叫
が
、

分
実
効
的
で
あ
り
有
用
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
新
た
な
労
働
詳
の

イコ
,., .. 



三le

用
を
妨
げ
る
結
果
を
ほ
J

み
心
し
う
る
の
か
と
い
づ
什
じ
あ
る

ニ
の
結
岡
本
は
牛
じ
亡
い
る

缶
ぜ
r
ゅ
う
↓
型
白
内
d

L

込

ν
1
ン
こ
え
ず
も
主

ぺ
ノ

i
z
－

－

勺

｝

｝

J
V
T
x
f

用
主
の
砕
い
念
か
ら
一
、
熊
居
刊
伐
の
職
場
復
帰
か
ら
宇
じ
る
経
済
的
川
貨
の
危
険
ル
決
け
ゐ
た
め
に
、
現
行
記
！
の
有
期
雇
用
契
約
の
ミ

E

翻

' ，，、e

' 三さ

みな
ら g
i c 態
ヲ，，
’~ ,, 
か虫買
V》一’－P

｝戸 t

あり
る々

で
品
る
と
は
か
さ
り
な

J

と
す
る
し
竹
間
が
人
ヤ
ぱ

y
り
i
｝
ブ
シ
ス
労
働
タ
約
に
五
挨
ヤ

J

人j
d
一
コ
ね

＊
本
ム
続
は

0
0
ハ
年
二
月
二
戸
わ
し
い
い
開
催
さ
れ
た
本
研
究
科
ス
タ
い
フ
セ
ミ
サ
？
に
お
け
る
、

イ
タ
リ

F

大
和
国
ベ
ル
ヲ
ジ
マ
大

学
法
学
ー
じ
ス
ア
ワ
ア
ノ
・
べ
口
モ
教
授
の

F

一
品
演
や
も
こ
に

司
教
杭
は
い
ri小
品
目
的
款
の

f
め
に
出
笠
修
正
く
だ
さ
っ
p

今
片
山
松
ザ
之
、
刑
制

訳
し
た
も
の
で
あ
る

へ
国
で
よ
は

u

d
川
数
民
は
ペ
ル

i
ン
ア
太
一
f
で
労
縦
法
を
担
当
さ
れ
る
傍
ら
、
本
人
刊
か
ら
は
イ
タ
リ

y
労
掛
川

法
・
叫
引
ム
山
保
除
法
浪
人
主

一
〉
間
口
門
戸
山
泊
～
宇
務
同
長
も
務
め
ら
れ
て
い
る
。
訳
山
ー
に
あ
＃
勺
て
は
、
十
六
九
日
間
ν
訟
－
イ
タ
リ
ア
市
川
労
働
炉
、

t士

日
本
労
働
所
L

ん
機
海

c
c
i年

日
付
川
陽
一
快
一
欧
米
の
札
会
労
働
宇
古

川
ド
i
L
O協
会

一
コ
（
三
一
午
二

柏
故
中
訴
川
知
子
執
筆
部
分
」

吉
、
ふ
，
と
に
し
よ
γ

己
主
主
》
C
Z
コプ

ζ

ご
L
A
C
e－沖合問、手、守コ一言ミ～
N
ヘシミどへ
hh～
～
討
ち
た
言
。
ミ
～
1hhtN、こごとと

E
E
A
〔訟にと
h
ミ
h
～z
b
n
と』
khO雲氏、ト
£

H

J

つ
11

開
潅
ミ
れ
れ
／

J

上
半
匂
的
比
比
一
a

研
修
悦
講
比
開
法
七
、
ト
二
お
け
ゐ
ペ
パ

l
、
以
の
ウ
ィ
一
ア
汁

一
（
い
同
年
二
月
九
ベ
了

イ
1
芸
問
、
）
、
ヰ
ぢ
＼
H
1
d
ノご

n
p
v

］
討
作
ヨ
札
予
＼

2
門づコヲ

2
牛
込
ご
ヨ
き
つ
つ
＼
子
之
吉
〕
547二
日
（
v
G
c
t
z
r
τ
A

－7
一

C
E己
ミ

J
3
2
5三
ど

E
N
C
3
4
3
2
5
2
h
K
5
5
3
F
2
2
九了
mc己
主
主
マ
忍
叶
コ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

ω
い
て
成
長
拡
人
り
と
一
γ

せ
て
い
る
f

ノ
ノ
ン
ス
万
倒
右
心
配
去
に
百
二
2
2
Z近
日
U

牛
士
正
文
京
と
し
て
、
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